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はじめに 




私が『グリンウッド大陸全書』の完成を目指して大陸各地を旅したのは、 
すでに数年も前のことになる。この東西に長く伸びた大地は、行く先々 
で私に新鮮な驚きを与えてくれた。市場に並んだ香辛料の刺激的な香 
り、広大な草原に吹きわたる風の心地よさ、わけても遥かな山から見上 
げた満点の星空の美しさは、筆舌に尽くしがたい。旅を終えてから作 
業に明け暮れたおかげで、 r グリンウッド大陸全書』の編纂方針はある 
程度決まった。そこで、本格的な作業に入る前に、私が旅の間に書き 
ためた手記をもとにい:、 r グリンウッド大陸全書 j の試作版を作ってみた。 
あくまで試作なので、私見を多分に盛り込んでいる点にはご容赦いただ 
きたい。各項目には私のスケッチを添えているが、いくつかの項目に関し 
ては、私の友人の画家たちに依頼した美しい絵を掲載している。 






















グリンウッド大陸 

グリンウッド大陸は豊かな自然に恵まれた広大な 
大陸である。大陸の東側には多くの人々が暮ら 
すなだらかな大地が広がり、西側は雄大な自然 
が手つかずのまま残されている。大陸の自然は 
土地ごとにまったく異なる顔を見せ、レイフオルクの 
ような高峰もあれば、パルバレイ牧耕地のように 
広い平野も存在している。これだけ多様な自然 
環境が、どのような要因によって成立しているの 
かは不明だが、各地には天族の強大な力の影 
響によるものだとする伝承が残されている。 


_大陸を治める2つの大国 

現在グリンウッド大陸を治めているのは、ハイラン 
ド王国と口ーランス帝国という二大国。ハイランド 
王国は大陸の北東部を治める国家で、湖上に 
浮かぶ王都のレディレイクをはじめ、伝統を重んじ 
る優美な文化が栄えている。もう一つの大国で 
あるローランス帝国は、大陸の中央部から西方 
を支配しており、肥沃な牧耕地に支えられた強 
大な国力を誇る。これらの二大国は天族を信仰 
する宗教の形態など共通点も多く、同じ祖先か 
ら分かれたものだという説が有力となっている。 


右は私が制作したグリンウッド大陸の地図で 
ある。基本的に自ら見聞きした情報をもとにし 
ているが、さまざまな伝承や旅人たちに伝え聞 
いた話から想像して作った箇所も少なからず 
あり、まだ完璧な状態ではない。さらに調査 
を進めていくことで、より正確にグリンウッド大 
陸の地理を知ることができるだろう。 











































































































大陸の宗整_^ 

グリンウッド大陸で'は、古くから“天族”という神秘の種 
族が信仰の対象となってきた。人々は、不可視であ 
りながら超常の力で万物に影響を与えるという天族を 
おそれ、敬ってきたのだ。現在大陸を支配しているハ 
イランド王国とローランス帝国も、天族を信仰する宗教 
をもっている。それらは元々同じ宗教だったと伝えられ 
ているが、長い年月のなかでハイランド教会とローラン 
ス教会に分かれ、それぞれが正統を主張している。 

自然を司る五大神 

自然を構成する要素を司る5人の天族は“五大神”と 
呼ばれ、最高位の天族として信仰されている。火を 
司る神はムスヒ、水を司る神はアメノチ、風を司る神は 
ハヤヒノ、地を司る神はウマシアという名前をもち、この 
4人にマオテラスが加わって五大神とされる。ローラン 



ス教会はマオテラスこそが人間を導く最も尊い神だとし 
て崇めている。しかし、この神に関する伝承はほとんど 
残されていない。ほかの神と同じく、その存在を象っ 
た紋章もあるはずだが、現存する文献のなかに見つ 
け出すことはできなかった。 






































_ 天族を祀る聖堂 

天族を祀るための聖堂は大陸各地に建てられており、 
人々の信仰の中心となっている。聖堂のなかに設けら 
れた祭壇には、その地で、信仰されている天族を象徴 
する神聖な器物が供えられている場合が多い。一部 
の地方では、古木や巨岩などの自然物が崇拝の対 
象となっていることもある。 


天族と導師 





レディレイクの祭壇には、 
神聖な水を祀るための 
器が供えられている。 


人の目に映らないとされる天族が、伝説のなかに語ら 
れてきた背景には、天族と交信できると訴える者たち 
の存在があった。彼らは天族の力をその身に宿して 
操ることができたと言い伝えられており、歴史上にごくま 
れに現れては危機に瀕した世界を救ってきたという。 


その者たちは“導師”と呼ばれ、圧倒的な力をもつ超 
常的な存在として、天族と同様に信仰の対象となって 
きた。ここ数年にわたり大陸各地でさまざまな災厄が 
起きていることから、救世主としての導師の出現を望 
む声は日に日に高まってきているという。 


導師についての考察 

最後に導師が現れてからかなりの時が過ぎ去った今 
となっては、導師の実在を示す証拠を見つけることは 
難しい。しかし、各地の遺跡やさまざまな文献に残さ 
れた導師に関する記述が一致していることから、過去 
に強大な力を有する者がいた可能性は高い。しかし、 
彼らが何のために世界を救い、その後どうなったのか 
についてはまった〈語られていない。それは、ひどく不 
自然なことのように感じる。人々の願望を投影したよう 
な都合のよい救世主伝説の裏には、何らかの秘密 
が隠されているので、はないだろうか。これはまだ推論 
に過ぎない力、今後もグリンウッド大陸各地に残され 
た導師に関する伝承を集め、独自に研究を進めてい 
くつもりだ。 



導師のものとされる紋章。象形紋で 
あると伝わるが、何を表しているか 
は判明していない。 










大陸の文化と風俗 @ 

緑豊かな森林地帯から広大な砂漠まで、地域ごとに 
まったく異なる顔を見せるグリンウッド大陸だが、人口 
の集中している平野部の気候は温暖で安定している。 
そのため、人々の生活様式はある程度の地域差こそ 
あれ、おおむね似通っている。ここでは、大陸東部と 
中央部に暮らす人々の住居や服装を紹介していく。 


住居の特徴 



レディレイクやペンドラゴなどの都市部の住居は、おもに石材で、建てられている。 
しかし、一部の地方では平屋の木造住居も見られる。採光のための窓が複 
数付けられているのも共通の特徴で、ある。住居の一階部分で商店を営んで、 
いたり、軒先に商品を並べて売っていることも珍しくない。 


男女の服装 

大陸東部から中央部にかけては 
気温が安定しているため、通気 
性の cU 、薄手の衣服が好まれてい 
る。布で作られた長袖の上着に 
革製の ベルト やべストを合わせる 
服装が一般的だ。活動的な若 
い世代や長旅を行う商人はブー 
ッを履く者が多ぐ老人や子ども 
は布製の靴を着用している。 


若い男女の一般的な服装。 
女性は非常に丈の短いズボ 
ンを着用する場合が多い。 
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各地方の名物料理 


グリンウッド大陸の各地には、地域特有の料理が数多く存在している。そ 
れらは地域の気候や風土に根ざした産物を使用し、先祖代々受け継が 
れてきた方法で、調理されており、料理自体がひとつの文化遺産だと言って 
も過言で、はない。そこで、、大陸全土の名物料理のなかから有名なものを 
選りすぐり、“食”という面から大陸の文化を紹介していく。 



レディ レイクの名物料理である ヒメマスの テ 
リーヌ。湖から新鮮な魚が手に入る湖上都 
市ならではの料理だ。また、その調理方法 
は手が込んでおり、見た目も華やか。洗練 
された文化を感じられる料理だ。 


キ ノコの ピラフは、学術の街として栄えるマー 
リンドの料理。街を囲む深い森から採れる 
滋味豊かなキノコが、優しく胃袋を満たして 
くれる。研究の疲れから食欲が減退した学 
徒たちに古くから愛されてきた一品。 




ペンドラゴの 名物料理は ドラゴ 鍋。実際に ド 
ラゴンの 肉が入っているわけではないが、出 
汁に秘密があるらしく、奥深い味わいが楽し 
める。交易の拠点となる大都市ということもあ 
り、珍しい食材が使われているという。 

























王都レディレイク 

--- 


グリンウッド大陸に位置する二大国のひとつにして、大 
陸北東部に覇を唱えるハイランド王国。その首都たる 
レディレイクは、湖上の島という限られた地を最大限 
活用するべぐ構造物の上に新建築を重ねて造られ 
た巨大都市で、ある。雄大な自然と優美な建築が調 
和する姿は、大陸随一の美しさとも謳われている。 















^豊富な水源が生活を支える“水の都” 


レイクピロー高地より湖に流れ込む豊富な水源と、古 
代技術を礎とする上下水道の システムは、ハイランド 
王国の繁栄を支えてきた生命線といえる。この生命 
の水は、脱穀や製糸を行うための水車や、美観のた 
めの滝にも利用されており、“水の都”という呼称のと 


おりすべてが水によって成り立っている。優れた水道 
設備がいつの時代のものなのかを示す文献は残され 
ていないが、都市の地下に張りめぐらされたヴィヴィア 
水道の建築様式から察するに、おそらくはアスガード 
時代初期に建てられたものであろう。 














ラウドテブル王宮 

--- 



レディレイクの 貴族街にそびえ立つラウド テ ブル王宮は、 
大陸で最も美しいと言われる都市に相応しい壮麗な 
外観を誇る。この王宮は、ハイランド王家の住居とし 
ての役害 lj はもちろんのこと、大臣が執務を執り行う役 
所としての役割も兼ねている。 


ハイランド王国の国旗。レディレ 
イクを守護する“湖の乙女”をイ 
メー ジした炎が描かれている。 



ハイランド王国の政治 

かつてのハイランドでは、王家と貴族が国の施策や法 
律の決定など、すべての政を行っていた。しかし、現 
在では彼らの力は衰え、王の名のもとに組織された 
官僚機構が政治の実権を握っている。官僚機構の 
頂点にいるのは、軍機大臣、律令博士、内務卿といっ 


た大臣たち。彼らの権力は絶大で、王家に連なるも 
のであろうと彼らに意見できないのは、レデイレイクの 
市民なら誰で、も知っている事実だ。一方で、、堅牢な 
官僚機構によってハイランド国内の安定が支えられて 
いることも事実で、ある。 































レテンレイク市街地 

- - - 

平民と貴族の住む区画が明確に分かれた、レディレイ 
クの市街地。整備の行き届いた石畳の通路には上 
品な住居が建ち並び、聖堂前の広場では活気に満 
ちた市場が開かれている。紺と翡翠に塗り分けられ 
た住居の屋根と、都市を横断するように張り巡らされ 
た水路の青さが見事な調和をなし、その美しさは市 
民たちの自慢となって いる。 


レテンレイクの大水車 




レディレイク名物の大水車。小麦挽き 
や脱穀などに利用されており、市民に 
とってなくてはならない存在。そのため、 
水車に異常がないかどうか、毎日入 
念な点検が行われている。強度が求 
められる基礎の部分には、古代の遺 
跡がそのまま使われているようだが、水 
車部分は比較的新しい時代に作られ 
たものである。 


ヴ^ヴ^ア水道遺跡 

- -^ 2 ^ 

レデイレイクの地下に存在する広大な遺跡。優れた 
古代技術により水流を制御しており、街の上下水道 
として機能している。遺跡はハイランド王家によって管 
理されており、入り口は厳重に封印されている。とあ 
る文献には、遺跡の奥に何らかの儀式を行うための 
祭壇があると書かれていたが、王家が公開している 
公文書には記述がない。意図的に記述が削られて 
いるのだとしたら、王家にとってあまり明ら力*にしたくな 
い秘密が隠されている可能性が高い。 


























湖の乙女の聖堂 




レディレイクの市街地に建てられた、“湖の乙女の護 
る聖剣”を祀った大聖堂。緻密な装飾が施された聖 
堂の内部には清廉な空気が満ち、神聖で厳かな雰 
囲気が漂っている。中央には聖剣の刺さった台座が 


設けられているが、聖剣祭の期間以外では近寄るこ 
とがで、 きない。大聖堂は長らくレディレイクの信仰の中 
心地であった。しかし、近年は聖堂を訪れる者も減り、 
教会の影響力は薄れてきているという。 


_聖剣祭 

毎年レディレイクでは、聖剣の守護者で 
ある“湖の乙女”を讃える聖剣祭が行わ 
れていた。聖剣祭の中心となるのは聖 
剣を引き抜く儀式で、湖の乙女に認めら 
れた者が聖剣を抜いて導師になれるとい 
う伝承を信じ、多くの力自慢が挑戦した 
という。しかし、今日まで聖剣を引き抜い 
た者はいない。聖剣祭は重要な神事だっ 
たが、時代を経るにつれて民衆の息抜 
きのためのお祭りとしての要素が強くなっ 
ていった。ここ数年は世相の悪化により 
開催されていない。 



















湖の乙女の伝承 


聖剣の護り手たる湖の乙女については、「聖剣で人々 
の罪を浄化する猛き御方霧とともに湖を歩き黒き 
炎で魔を滅す月夜に歌い迷える民に励ましを与える 
心優しき乙女」という伝承が残っている。これを読み 
解けば、レディレイクの歴史の影に埋もれた、導師と 
湖の乙女の真実を明らかにで、きるのではないだろうか。 


%湖の乙女の護る聖剣 


引き抜いた者は導師になれると伝わ 
る聖剣。一見すると簡単に抜けそう 
だが、鍛えられた兵士が数人がかり 
で、力を込めても微動だにしなかったと 
いう。鍔には金色の金属と翡翠のよ 
うな宝石がはめ込まれており、儀礼 
剣のような印象も受ける。しかし、実 
際に聖剣に触れたある男性は、刀 
身から並々ならぬ力を感じたと証言し 
ているため、強大な力を秘めたもの 
だと思、われる。 








台座に刺さった剣先がどのような形状になっ 
ているのかを知る術はない。しかし、それゆ 
えに聖剣は人々の好奇心を刺激し、想像 
の剣先が何人もの画家によって描かれてき 
た。そこで、私も鍔や刀身の形から剣先を推 
測して、友人の画家に描いてもらった。 













レイクピロー高地 

- - --- 


レディレイクの西側に広がる 


水と緑にあふれた風光明媚 
な高原。山脈が蓄えた膨大 
な水は幾筋もの滝や川となっ 
て レディレイクの 湖に流れ込 
み、王都の住民たちの生活 
を支えている。高地の奥に 
は、まるで天から水が降って 
きているかのように感じるほど 
の大瀑布がある。そのほか 
に王都と湖を一望できる岩 
山があり、絶景を求めてこの 
地を訪れる旅人も多い。 



ガラハド遺跡の奥に眠る神弓 


レイクピロー高地には、神殿のよう 
な遺跡が存在する。遺跡はガラハ 
ド遺跡と呼ばれ、王族の儀式を行 
うための神聖な場所として、ハイラ 
ンド王家が管理している。遺跡の 
最奥には清浄な滝があり、代々の 
ハイランド王は戴冠する際に、この 
滝で、身を清めたと言い伝えられてい 
る。古の伝承によれば、遺跡には 
祭事用の神器である“神弓”が祀 
られているという。神弓の由来につ 
いて多くのことはわかっていないが、 
湖のほとりにある遺跡であることや、 
遺跡内に滝が存在することなどから 
推測すると、水の神アメノチに関係 
するものだと考えられる。 



王都の文献に描かれた神弓の姿を忠実に再現した。 
美しく優美なフォルムからは、武器というよりも、巨匠の 
手によって生み出された美術品のような印象を受ける。 




















. . 一 __ - -f 

古代の遺物 

グリンウッド大陸の各地には、古代のものと思われる正体不明の 
遺物が残されている。それらの多くは特殊な材質で作られており、 

長らく風雨にさらされていたにもかかわらず、ほぼ完全な状態を 
維持している。遺物のなかにはハイランド王国や口ーランス帝国 
力 ? 管理しているものもあるが、大半はそのまま放置されている。 
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霊峰レイフォルク 

- 


ドラゴンが棲むという伝説が語り継がれる、グリンウッド 
大陸有数の高山。そこには竜の牙のように鋭く尖った 
奇岩が幾つも立ち並び、この世ならざる景観をつくりだ 
している。断崖絶壁には自然にできた山道が存在し、 


山頂へと続いている。しかし、その道のりは過酷なため、 
今までに頂上へと迪り着いた者はいない。山頂からの 
眺めは想像するしかないが、グリンウッド大陸を一望す 
る絶景が広がって <<、ることであろう。 



レイフオルタのドラゴン伝説 

レイフオルクにはドラゴンが棲むという伝説が存在するが、 
ドラゴンの存在を示す痕跡は何ひとつ見つかっていな 
い。それで'は、なぜこのような伝説が生まれたのだろう 
か。伝説が生み出された背景について考えてみたい。 
古来より、霊峰と呼ばれるレイフオルクに登ろうとする旅 
人はあとを絶たなかった。しかし、断崖絶壁が続く山 
道は狭ぐ落石や落雷も頻繁に発生するため、毎年 

信仰の対象としてのレイフオルタ 

峻厳な地形によって多くの旅人の命を奪ってきたレイ 
フオルクは、難所として恐れられる一方、神秘的なた 
たずまいゆえに信仰の対象ともなっていた。その証拠 
に、山頂へと続く道中には石造りの祠が建てられてい 
る 。この祠と似たものが近隣の街道にも存在している 
ことから、一帯で、霊峰が信仰されていたことがわかる。 
人の制御で、きない自然と、そこに宿るとされる天族を崇 
める、原初的な信仰の形態を示した一例といえる r 


何人もの旅人が命を落としてきた。レイフオルクに登り 
戻ってこなかった旅人たち、そして山間に響き渡る獣 
の鳴き声のような雷鳴、おそらくはそれらが組み合わさっ 
て架空のドラゴンが生み出され たので、 あろう。牙のよ 
うな奇岩も、ドラゴンのイメージを助長している可能性 
がある。伝説が生み出される仕組みを研究するうえで、、 
レイフオル クの 例は非常に興味深い，， 
















ドラゴンについての考察 


古来から伝説のなかで語られてきたドラゴンだが、その姿を実際に見た者 
はほとんどいない。また、過去の目撃者たちの証言には食い違いが多ぐ「家 
くら、の大きさで、、赤!《、皮膚に包まれていた」と L 、う者も!<、れば「山よりも大きく、 
鋼のような鱗に覆われていた」という者もいたようで、信憑性は乏しい。しか 
し、さまざまな伝説や証言を分析していくと、いくつかの共通点が見つかった。 
それは、大きな翼と鋭くとがった角、長い尻尾を備えているということだ。 




とある文献に描かれていたドラゴンの姿。私が想 
像するドラゴンのイメージに近かったため、参考と 
して友人の画家に忠実に模写してもらった。 
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マーリン ド 



レデイレイク南方の深い森の中を進んで、い 
くと、情緒あふれる伝統的な木造建築の 
街並みが現れる。それが“学問と芸術の都” 
として知られるマーリンドだ。大樹を中心に 
して築かれたこの街には、大陸有数の図 
書館や美術館があり、貴重な書物や美 
術品を求めて大陸全土から学者や美術 
家が集まってくる。この街は、名実ともにグ 
リンウッド大陸の知と美の中心地である。 


住民たちの信仰を集める大樹 

マーリンドの中心には、グリンウッド大陸最古の大樹 
が根を下ろしている。大樹の幹は数百人の大人が 
両手を広げても抱えきれないほど太く、生い茂る葉は 
日光をさえぎってしまうほど。雄大な時の流れを感じさ 
せる大樹の姿を見た者は、いやが応でも自然への畏 


敬の念を感じることで、あろう。その神秘性ゆえに、マー 
リンドの住人たちは古くから大樹を崇め奉っていたと 
伝えられている。この地には、霊峰 レイフオル クの 山岳 
信仰と同様に、人知を越えた自然を崇拝する信仰を 
見ることがで、きる。 
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ダムノニア美術館 

- 

街の外れに建てられたダムノニア美術館には、大陸 
各地から集められた貴重な美術品が収蔵されている。 
有名なところでは「覇王の胸像」、ニコラ作「陽だまり 
の少女」、ジャンリュック作「佇む人」などが展示され 


ており、訪れる者たちに感動を与えている。輝かしい 
歴史を積み重ねてきた、未来に残すべき遺産の数々 
をどのように保護していくのか、その方法を見つけ出す 
ことが極めて重要な課題で、ある。 



森の中に静かに佇む美術館は、それ自体が一種の美術品 
のようでもある。その美しさに魅了され、美術館を絵の題 
村に選ぶ画家も少なくないとか。 


美術館に展示されている「覇王 
の胸像」。過去の偉人を象った 
この像は、今にも動き出さんば 
かりの躍動感に満ちており、人 
物彫刻の傑作と評されている。 
























グレイブガント盆地 

--- - - 


ハイランド王国とローランス帝国の 
国境にまたがる、荒涼とした岩石 
地帯。 二 大国を繫ぐ交通の要衝 
で、あり、両国の戦争時にはこの地 
をめぐり幾度も激しい戦'*、が行われ 
てきた。広大な盆地には視界をさ 
えぎるものがないため、高所にのぼ 
れば盆地全体を見渡すことができ 
る。それゆえ、大規模な計略をめ 
ぐらせることは難しく、グレイブガント 
盆地の戦いは大規模な兵力を動 
員した総力戦の様相を呈する。 



_度重なる戦争の傷跡 


何度も戦争の舞台となってきたグレイブガント盆地。そ 
の大地には、いたるところに折れた剣や鏃が放置さ 
れており、激しい戦いの記憶を今に伝えている。盆地 
の北西部にある小さな村も戦乱の影響で、廃村となっ 
ており、朽ち果てた建物が無残な姿をさらしている。 
いつまた戦火に巻き込まれてしまうかもわからない状況 
では、苦労して村を復興させようという者が現れない 
のは当然で'あろう。この盆地が開拓されるためには、 
二大国の恒久的な和平の実現が不可欠なのだ。 



過去の戦争では、騎手を失った軍馬が 
数多く戦場に取り残された。それらの多く 
はすぐに命を落としたと思われるが、一部 
は野生化して群をつくっているという。 
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ハイランドとローランスの軍隊 


大陸を二分する大国で、あるハイランド王国と口ーランス帝国は、それぞれ強 
大な軍隊を有している。その主力となっているのは強固な鎧に身を包んだ 
重装歩兵だ。装備の詳細については軍事機密ゆえに明らかになっていな 
いものの、鎧や武器の形状からは双方の戦術思想の違いが読みとれる。 


ハイランド軍の武装は、肩まわりの装甲が 
少なめで、武器を取り扱いやすい構造に 
なっている。装甲と機動性を重視したつくり。 

^ - - — 


ローランス 軍では、 ハイランドよりも 装甲が 
厚い鎧と、重く 丈夫なランスを 使用。機動 
性は低いが、その突破力は驚異だろう。 

— - — ^ 























































フストンべノレ 

--- 

グレイブガント盆地の西側、口ーランス帝国領に位置 
する大都市。優秀な職人が数多く住んでいることか 
ら“職人の街”として知られる。街の中央に建てられ 
た機械仕掛けの巨大な鐘楼は、職人たちの技術力 
の高さを示す街の象徴で、あり、その優美な外観と澄 
んだ音色によって住人たちの心の拠り所となっている。 
“天上の調べ”とも評される鐘の音色を聴くために、 
遠方から訪れる旅人も多いという。 

街の成り立ち 

ラストンべルの 歴史を紐 解いて いくと、もとは砦として 作 
られた街だということがわかる。街を取り囲む強固な 
壁は砦としての名残で、あり、長期間の籠城に耐えるた 
めに地下水脈も隠されているという。長期保存に向 
いた ラディッシュベルの 畑が街中にあるのも、籠城時 
の非常食にするためだと考えればつじつまが合う。ハ 
イラン ドの侵略を 防ぐ ための堅牢な砦、それが ラストン 
ベルの もうひとつの顔な の だ。 

^地下水脈を利用した大鐘楼 

ラストンべ ルの 象徴である大鐘楼は、定刻になると美し 
く澄んだ鐘の音を鳴らして住人たちに時を告げる。い 
くつもの音色が響き合って生み出される調べは、まる 
で、有名な楽団の奏でる音楽のように美しく、聞く者の 
心を打たずにはいられない。この音色の秘密は、鐘 
楼に組み込まれた複雑な歯車の仕掛けにあるという。 
地下水脈を動力源にしているというこの大がかりな機 
構は、ラストンべ ルの 技術力の結晶であり、ひ t 、ては 口一 
ランス帝国の国力の 証明で、 もある。 この技術が軍事 
に転用されることなぐ大鐘楼のような平和な目的で 
利用されることを願うばかりだ。 













帝都ペンドラゴ—痧 


グリンウッド大陸中央部を版図に治めるローランス帝 
国の首都。大陸最大の人口を擁する巨大な城郭都 
市であり、見上げんばかりの城壁と山脈によって守ら 
れた難攻不落の要塞で'ある。ハイランド王国と並ぶ 
大国として、長い歴史を刻んできたその威風堂々たる 
姿は、訪れた者を否応なく圧倒する。 





















強国の財政を支えるパルバレイ牧耕地 


ペン ドラゴの 周囲に広がる パルバレイ 牧耕地は、大陸 
でも最大の穀倉地帯。この牧耕地が生み出す大量 
の麦がローランス帝国を支えており、••帝国の食糧庫” 
とも呼ばれている。風にたなびく金色の麦畑は、文字 
どおり莫大な富を帝国にもたらしているのだ。それゆえ、 


麦を枯らすコガネカビへの対策や、収穫量を増やす 
ための栽培技術の改良に国を挙げて取り組んできた。 
しかしその努力もむなしく、近年の異常気象と麦の病 
害の発生によって収穫量は激減し、帝国の食糧生 
産力の低下をまねいている。 


















ローランス城 

- 二 - 


皇帝の居城であるローランス城は、幾重にも連なる城 


天高くそびえ立つ 



ローランス城の天 
守は、 パルバレイ 
牧耕地からも眺め 
ることができる。 


壁によって守られた鉄壁の城である。巨大な城門の 
前には騎士団の詰め所があり、有事の際、即座に 
対応できる態勢が整えられている。ハイランド王国のラ 
ウドテブル王宮に比べると華やかさには欠けるが、重 
厚で、格式のあるたたずまいは、いささかも見劣りしない。 


口-ランス帝国の 
国旗には、王冠と 
f |J|r 翼のような模様が 

描かれている。 


ペンドラゴ市街地 

--- 


ローランス帝国の国風を体現したかのような、質実剛 
健な住居が建ち並ぶペンドラゴの市街地。大通りに 
はさまざまな商店が開かれ、新鮮な海産物から、色と 
りどりの野菜や果実、珍しい香辛料までが売られてい 
る。大陸各地から訪れた商人が多種多様な商品を 

%街の名物として親しまれる噴水 

市街の広場には地下水道を利用した噴水が作られ 
ており、市民たちの憩いの場所となっている。水道の 
調子が悪いときには、大量の水を吹き出して辺り一面 
を水浸しにしてしまうこともあるようだが、遠方から地下 
を伝って水を引く技術は非常に高度なものだ。ラスト 
ンベルの鐘楼と同じく、口ーランス帝国の技術力の高 
さがうかがえる。 


取引する光景は、大陸の中央部に位置する、東西 
交易の中心地ならではのものであろう。現在も大通り 
には数多くの人々が行き交っているものの、相次ぐ異 
常気象によってその数は減少し、かつての活気は失 

われつつある。 

ザ 





















ペンドラゴ教会神殿 

- ^ 


帝国の国教であるローランス教会の 
総本山。ペンドラゴにはアスガード興 
隆期の遺跡が数多く残されており、 
今でも人々に利用されている。教会 
神殿もそういった遗跡のひとつだが、 
遺跡部分を基礎にして増改築が繰り 
返されているため、“生きている遺跡” 
とも評される。一般の信者の訪れる 
講堂は、増築された部分にあたる。 
限られた者しか入れないという古代の 
遺跡部分には、五大神であるマオテラ 
スについて書かれた石碑があるとも伝 
えられている。しかし、教会によって科 J 
匿されており、詳しいことは明らかにさ 
れていない。 



_政治の実権を握るローランス教会 



—般信者用の講堂の中央 
に設けられた、大人の背丈 
の何倍もあろうかという巨大 
な祭壇で、は、多くの信徒が 
熱心に祈りを捧げて いる。 


ローランス帝国では皇帝が絶対的な権力を持ってい 
たが、近年はローランス教会の発言力が増し、政治 
にも大きな影響力を及ぼすようになっている。教会が 
これほどの権力を手にした背景には、民衆の不安が 
あると思われる。度重なる災害に見舞われた人々は 
宗教に救いを求め、それが教会の求心力を増大させ 
る結果につながったのであろう。騎士団のなかには 
教会権力の増大を危険視する動きもあるようだが、民 
衆の精神的な拠り所である教会を押さえつけることは 
難しいのではないかと思われる。 
















帝都ペンドラゴの東部に広がるなだらかな草原。地 
面から斜めに突き出た、奇妙な形状の尖塔が立ち並 
ぶ様は、見る者を驚かせ好奇心をくすぐる。“凱旋” 
という名前の由来は諸説あるが、時のローランス皇帝 
が他国との戦いに勝利して帰国する際、勝利を祝う 
国民がこの地に集まったからだとする説が有力だ。 



凱旋草海 


















^ 建造目的の不明な古代の尖塔 

大陸七不思議のひとつに数えられる凱旋草海の尖 
塔群。この遺跡を誰が何の目的で建造したのか、今 
日に至るまでさまざまな調査と研究がなされてきたが、 
あまり多くのことは分かっていない。ただ、現在の建 
築技術ではこのような傾斜を長期間維持しつづけるこ 


とは不可能なことから、尖塔が太古の高度な技術に 
よって建てられたことは確かである。この尖塔の正体 
について は、 かつて 存在した天族の文明の名残で、あ 
るとする説や、何らかの宗教的な施設であったとする 
説が唱えられている。 






























パルバレイ 牧耕地から大陸の内海を横断して、大陸 
西北部の原野へと至る大橋。辺境へと大軍を送るた 
めにローランス帝国によって建造されたが、国内情勢 
の変化によって今日まで一度も派兵は行われていない。 
海中に沈んで、いた古代遺跡を土台にして作られてお 
り、強い海風や波にも揺るがない強度を備えている。 


キャメロット大陸橋 

-- 















_ 数多くの商人が行き交う辺境地方の玄関口 


本来の目的を失って久しいキャメロット大陸橋で、はあ 
るが、現在は辺境地との交易を行う商人たちに利用 
されており、橋上では彼らが行き交う姿を確認できる。 
目端の利く商人のなかには、同業者向けの屋台を開 


く者もおり、一種の市場のようなものが形成されてい 
る。そこでは、大陸各地の情報が熱心に交換され、 
辺境にいながらにして、大陸の最新情勢を知ることが 
できるという。 


















- — - 

近頃、大陸の各地で原因不明の災害や異常気象が頻発している。 
人心は荒廃し、世相は乱れ、各国を取り巻く状況は混乱の度合 
いを深めていく一方だ。おそらぐ事態はさらに悪化していくだろう。 
このような状況において、人々は本書を手に取ろうと思うのだろうか。 
疑念を抱きながらも、これまで執筆を続けてこられたのは、ただ人々 
に伝えたい想いがあったからだ。旅の最中で見た世界は神秘に 
満ちて美しく、不安を抱きながらも必死に生きている人々もまた同じ 
で'ある。混迷の時代になろうとも、世界を旅してその美しさを感じて 
もらいたい。旅に出ずとも、本書を介して私が感じた想いを共有し 
てもらいたい。本書が人々の一助となり、わずかながらでも希望を 
与えることができるのであれば、このうえない喜びである。 
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